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③ 

産
科
医
療
の
確
保
・
民
間
医
療
機
関

と
の
連
携
強
化
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
実
践

　

市
立
病
院
の
産
科
開
設
で
は
、
産
科

医
師
の
情
報
提
供
を
広
く
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
私
が
直
接
、
大
学
病
院
等

関
係
機
関
へ
足
を
運
び
、
医
師
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
立
病
院

が
「
教
育
関
連
病
院
」
と
し
て
日
本
内

科
学
会
か
ら
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

後
期
研
修
医
等
若
い
医
師
の
受
け
入
れ

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、４
月
か
ら
は
、

専
門
医
に
よ
る
「
消
化
器
内
科
」
を
開

設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
８
月
を
目
途
に

「
電
子
カ
ル
テ
」
を
導
入
し
、
医
療
情

報
の
共
有
化
、会
計
待
ち
時
間
の
短
縮
、

医
療
安
全
の
向
上
等
、
業
務
の
効
率
化

と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

市
立
病
院
と
民
間
医
療
機
関
と
の
連

携
強
化
で
は
、
市
立
病
院
と
民
間
医
療

機
関
と
が
、
い
わ
ゆ
る
病
診
・
病
病
連

携
を
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
「
秩
父
地

域
内
完
結
型
医
療
の
実
現
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
践
で

は
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
下
、
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
な

ど
が
、
必
要
に
応
じ
て
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
、「
ち
ち
ぶ
版
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

④
お
も
て
な
し
観
光
の
推
進

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
下
、
さ
ら
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
観
光
客
に

対
し
、
観
光
地
秩
父
を
全
国
に
売
り
出

す
た
め
の
誘
客
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
英
会
話
事
業
の
拡
充
や

ガ
イ
ド
の
養
成
、
日
本
政
府
観
光
局
の

外
国
人
観
光
案
内
所
の
認
定
、
案
内
標

識
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
な

ど
、
秩
父
地
域
全
体
で
連
携
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

秩
父
ま
つ
り
会
館
は
、
平
成
26
年
度

に
引
き
続
き
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、

秩
父
地
域
全
体
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
ふ

さ
わ
し
い
、
本
物
を
体
験
で
き
る
施
設

と
し
て
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
鉄
道
、
バ
ス
等
の
公
共
交

通
機
関
の
利
用
促
進
と
と
も
に
、
国
道

や
県
道
等
、
基
幹
道
路
の
早
期
充
実
を

強
く
要
望
し
、
秩
父
圏
域
全
体
へ
の
観

光
客
倍
増
を
目
指
し
ま
す
。

②
水
道
事
業
の
広
域
化
の
推
進

　

人
口
減
少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少

や
水
道
施
設
や
管
路
の
老
朽
化
に
よ
る

更
新
事
業
の
実
施
な
ど
、
水
道
事
業
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
れ
を
打
破

す
べ
く
、
水
道
事
業
の
広
域
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
今
後

50
年
間
の
水
道
施
設
等
の
更
新
費
用

は
、
単
独
運
営
の
１
，
０
３
６
億
円
の

試
算
に
対
し
、
９
１
７
億
円
と
１
１
９

億
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
補
助
率
３
分
の
１
の
施
設
整
備

費
国
庫
補
助
金
も
、
10
年
間
、
獲
得
に

向
け
た
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
秩
父
圏
域
内
の
自
治
体
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
平
成
28
年
４
月

１
日
の
圏
域
内
４
水
道
事
業
の
統
合
を

目
指
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
次
の
段

階
と
し
て
、
県
内
水
道
の
一
本
化
を
県

へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

①
市
役
所
本
庁
舎
等
の
建
設

　

秩
父
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
秩
父
宮

記
念
市
民
会
館
の
本
体
工
事
は
、
平
成

28
年
12
月
ま
で
の
完
成
と
本
体
工
事
51

億
３
千
万
円
の
経
済
効
果
が
、
市
内
一

円
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
下
請

工
事
を
市
内
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
来
る
６

月
議
会
に
は
、
市
民
会
館
の
ホ
ー
ル
客

席
１
，
０
０
７
席
を
は
じ
め
、
舞
台
機

構
、
照
明
、
音
響
な
ど
の
舞
台
設
備
工

事
に
つ
い
て
、
契
約
議
案
を
上
程
す
べ

く
発
注
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
事
業
と
秩
父

広
域
市
町
村
圏
組
合
が
発
注
し
た
新
火

葬
場
建
設
事
業
が
、
秩
父
地
域
全
体
の

経
済
に
最
大
限
波
及
し
、
秩
父
地
域
が

活
気
溢
れ
る
元
気
な
ま
ち
と
実
感
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
度　

施
政
方
針

豊
か
な
ま
ち 

環
境
文
化
都
市 

ち
ち
ぶ

市
民
と
の
協
働
に
よ
り 

日
本
一し
あ
わ
せ
な
ま
ち
へ

平
成
27
年
度

最
　
重
　
点
　
事
　
項

市議会定例会３月議会の様子

　

市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
開
か
れ
、
議
案
の
審
議
に
先

立
ち
、
久
喜
市
長
は
平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。「
市
民
が
主
体
と
な
っ

た
、持
続
可
能
な
、明
る
く
豊
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
す
た
め
、

「
秩
父
市
経
営
方
針
」を
市
民
と
と
も
に
実
践
し
て
い
く
と
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
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平
均
を
上
回
る
こ
と
を
目
指
し
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
、

英
語
学
習
の
強
化
、
そ
の
上
で
、
学
び
・

考
え
・
表
現
で
き
る
力
を
育
む
と
と
も

に
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
、
読
書
習
慣

の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑦ 

企
業
誘
致
と
地
元
企
業
へ
の
応
援
・

セ
メ
ン
ト
跡
地
の
有
効
活
用
を
提
言

　

雇
用
促
進
で
は
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
へ
の
取
り
組
み
、地
元
企
業
の
応
援
、

「F
IN
D
 C
h
ich
ib
u

」
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。「
秩
父
に
住
ん

で
働
こ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
高
等

学
校
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
企
業
等
と
連

携
し
て
雇
用
就
労
対
策
事
業
を
実
施

し
、
地
元
就
職
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
、
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
な
ど
若
者
の
就
労
機
会
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

旧
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
第
１
プ
ラ

ン
ト
跡
地
の
利
用
で
は
、
企
業
誘
致
と

森
林
資
源
活
用
の
場
と
し
て
の
提
言
を

土
地
所
有
者
の
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
へ
行

い
、
将
来
の
秩
父
市
発
展
の
礎
を
築
け

る
よ
う
、
そ
の
達
成
に
向
け
努
め
て
い

き
ま
す
。

⑧ 

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み

　

森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
産
地
消
の

持
続
可
能
な
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全

面
的
に
応
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に

よ
り
、
林
業
再
興
や
雇
用
の
場
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

⑤ 

危
機
管
理
体
制
の
強
化
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
推

奨
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　

昨
年
改
訂
し
た
秩
父
市
地
域
防
災
計

画
の
「
大
雪
対
策
計
画
」
に
続
き
、
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
対
策
や
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
車
両
の
通
行

ル
ー
ト
の
確
保
に
向
け
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証

取
得
で
は
、「
現
地
審
査
」
の
指
摘
事

項
を
改
善
し
、
冬
ま
で
に
は
認
証
取
得

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
花

の
木
小
・
南
小
・
秩
父
二
中
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
の
国

際
認
証
も
、
平
成
27
年
度
中
の
取
得
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑥
新
教
育
委
員
会
制
度
の
下
、
基
礎

　

学
力
の
向
上
の
た
め
の
大
改
革

　

新
教
育
委
員
会
制
度
の
下
、
積
極
的

に
教
育
委
員
会
に
関
わ
り
、
学
力
調
査

等
の
結
果
を
学
校
別
に
公
表
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
分
析
を
行
い
、
課
題
を
明

確
に
し
た
上
で
、
未
来
の
秩
父
市
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
向
上
の

た
め
に
、大
改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

基
礎
学
力
の
向
上
で
は
、
熱
意
を

も
っ
て
児
童
・
生
徒
の
確
か
な
学
力
と

自
立
す
る
力
を
育
成
す
る
教
職
員
の
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安

全
が
確
保
さ
れ
た
上
で
、
し
っ
か
り
学

習
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

学
力
調
査
で
は
、
全
て
の
学
校
で
県

　

ま
た
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
等

の
活
性
化
策
と
し
て
、
秩
父
産
材
の
利

用
拡
大
を
推
進
し
、
生
産
・
加
工
・
流

通
ル
ー
ト
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
秩
父

広
域
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
事
業
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
秩
父
市
の
森
林
が
蘇

る
、林
業
再
生
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
保
全
で
は
、
潜
在
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
い
ち
早
く
対
応
し
た

エ
コ
タ
ウ
ン
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
推
進
基
金
事
業
、い
わ
ゆ
る「
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
」

に
よ
り
、
歴
史
文
化
伝
承
館
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
設
置
、
使
用
電
力

量
の
低
減
に
よ
る
電
気
料
金
の
削
減
を

は
か
り
、
災
害
時
に
は
、
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

⑨
中
心
市
街
地
の
再
開
発

　

中
心
市
街
地
の
再
開
発
で
は
、

商
店
街
等
の
集
客
力
向
上
と
販
売

力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
住
み
、
集

い
、
安
ら
ぎ
、
健
康
で
い
ら
れ
る

場
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
感

性
を
刺
激
し
、
喜
び
を
与
え
る
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
構

想
と
し
て
、
県
事
業
の
中
央
通
線

街
路
整
備
事
業
に
合
わ
せ
、
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
魅
力
あ
る
目
抜
き

通
り
の
創
造
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、秩
父
駅
東
側
、

秩
父
神
社
周
辺
、
番
場
通
り
、
東
町
通

り
な
ど
、
訪
れ
集
う
中
心
市
街
地
に
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
よ
う
、
秩
父
銘
仙
な

ど
伝
統
産
業
や
、
酒
類
、
菓
子
な
ど
秩

父
ブ
ラ
ン
ド
の
展
示
・
販
売
が
可
能
な

ま
ち
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

⑩
健
康
診
査
・
特
定
健
診
受
診
率
向
上

　

さ
ら
な
る
広
報
に
加
え
、
魅
力
あ
る

集
団
検
診
と
す
る
た
め
に
、
検
査
内
容

の
充
実
や
日
程
の
見
直
し
な
ど
、
よ
り

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

力
を
結
集
し
、
一
致
協
力
し
て
事
に

あ
た
る
「
協
心
戮り

く

力り
ょ
く

」
に
よ
り
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

政 

策 

推 

進 

の 

決 

意

重　点　施　策
～久喜市長が任期中に必ず成し遂げると定めた10項目～

１  雇用対策の強化

２  医療・福祉の充実

３  基礎学力の向上、知徳体の調和・慈しみ合う心の醸成

４  「環境立市ちちぶ」のさらなる推進

５  地域経済の活性化、第６次産業の確立と秩父銘仙の再興

６  訪れたくなる秩父を目指して

７  安心・安全なまちづくりの推進

８  強いライフラインの確保

９  より親しみやすい市役所づくり

10
公共施設の見直し（ファシリティマネジメント）と
適正な財源確保の推進


